
(57)【要約】

【課題】各種廃棄物が含まれて収集された廃棄物を用い

て炭化処理を行うに際して、乾燥機による事前乾燥を行

わなくとも炭化処理で発生する乾留ガスを適切に無害化

できるとともに、良好な品質の炭化物を得ることのでき

る廃棄物の炭化設備を提供する。

【解決手段】炭化炉１と焼却炉２とを備えて、収集され

た廃棄物の内、炭化に適した廃棄物１０ａは炭化炉１に

投入されて炭化処理され、残った廃棄物１０ｂは焼却炉

２に投入されて完全燃焼される。そして、炭化炉１で発

生した乾留ガス２４と焼却炉２で発生した焼却排ガス２

７を二次燃焼炉３で混合して完全燃焼させた後、その燃

焼排ガス２９を大気３０に放出する。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
収 集 さ れ た 廃 棄 物 の 一 部 分 を 焼 却 す る た め の 焼 却 炉 と 、 収 集 さ れ た 廃 棄 物 の 残 り の 部 分 を
炭 化 す る た め の 炭 化 炉 と を 備 え 、 前 記 焼 却 炉 で 発 生 し た 焼 却 熱 を 前 記 炭 化 炉 に お け る 廃 棄
物 の 加 熱 に 利 用 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備 。
【 請 求 項 ２ 】
収 集 さ れ た 廃 棄 物 の 一 部 分 を 焼 却 す る た め の 焼 却 炉 と 、 収 集 さ れ た 廃 棄 物 の 残 り の 部 分 を
炭 化 す る た め の 炭 化 炉 と を 備 え 、 前 記 焼 却 炉 で 発 生 し た 焼 却 熱 を 前 記 炭 化 炉 で 発 生 し た 乾
留 ガ ス の 完 全 燃 焼 の た め に 利 用 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
一 般 廃 棄 物 及 び 産 業 廃 棄 物 な ど の 廃 棄 物 を 炭 化 す る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 廃 棄 物 の 炭 化 は 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル の 有 力 な 方 法 と し て 注 目 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 般 に 、 廃 棄 物 か ら 工 業 的 に 炭 化 物 を 得 る た め に は 、 図 ５ に 示 し た 処 理 フ ロ ー に 従 っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ５ に お い て 、 廃 棄 物 １ ２ が 炭 化 物 原 料 と し て 炭 化 炉 １ に 投 入 さ れ 、 炭 化 処 理 さ れ る 。 そ
の 結 果 、 炭 化 物 ２ ３ が 得 ら れ る と と も に 乾 留 ガ ス ２ ７ が 発 生 す る 。 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ７
は 二 次 燃 焼 炉 ３ に 送 ら れ る 。 二 次 燃 焼 炉 ３ で は 、 二 次 燃 焼 用 空 気 ２ ８ を 吹 き 込 ん で 乾 留 ガ
ス ２ ７ を 完 全 燃 焼 さ せ て 無 害 化 し 、 そ の 排 ガ ス ２ ９ を バ グ フ ィ ル タ ー 及 び ガ ス 冷 却 装 置 を
備 え た 排 ガ ス 処 理 装 置 ４ に よ っ て 除 塵 及 び 冷 却 を し て 大 気 ３ ０ に 放 出 す る 。 な お 、 場 合 に
よ っ て は 、 二 次 燃 焼 炉 ３ の 排 ガ ス ２ ９ を 炭 化 炉 １ の 加 熱 用 に 利 用 し た 後 に 排 ガ ス 処 理 装 置
４ を 経 由 し て 大 気 ３ ０ に 放 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ の 際 に 、 炭 化 物 原 料 と し て の 廃 棄 物 が 水 分 の 多 い 高 水 分 廃 棄 物 １ １ の 場 合 に は 、 予 め 乾
燥 機 ５ を 用 い て ２ ０ ％ 以 下 程 度 の 含 水 率 ま で 乾 燥 し て か ら 炭 化 炉 １ に 投 入 す る 。 こ れ は 、
炭 化 炉 １ で 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ７ を 完 全 燃 焼 し て 無 害 化 し た 後 大 気 に 放 出 す る 必 要 が あ る
が 、 二 次 燃 焼 炉 ３ に 入 る 乾 留 ガ ス ２ ７ の 発 熱 量 は 炭 化 炉 １ に 供 給 さ れ る 原 料 の 発 熱 量 に 大
き く 依 存 す る た め に 、 高 水 分 廃 棄 物 １ １ を そ の ま ま 炭 化 炉 １ に 投 入 す る と 、 発 生 す る 乾 留
ガ ス ２ ７ の 発 熱 量 が 小 さ く な り 、 二 次 燃 焼 炉 ３ で の 完 全 燃 焼 用 に 油 等 の 外 部 燃 料 が 必 要 と
な っ て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
な お 、 炭 化 炉 １ は ２ つ の 方 式 に 大 別 さ れ 、 部 分 燃 焼 式 （ あ る い は 、 内 熱 式 ） と 呼 ば れ る 方
式 と 、 外 熱 式 と 呼 ば れ る 方 式 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ６ に 部 分 燃 焼 式 炭 化 炉 の 断 面 図 を 示 す 。 支 持 ロ ー ラ ３ ９ に 支 持 さ れ て 回 転 す る ロ ー タ リ
ー キ ル ン ３ １ の 左 端 か ら 、 ホ ッ パ ー ３ ２ に 貯 留 さ れ て い る 炭 化 物 原 料 １ ３ が ス ク リ ュ ー フ
ィ ー ダ ３ ３ に よ っ て 投 入 さ れ る 。 ロ ー タ リ ー キ ル ン ３ １ の 内 壁 に は 複 数 の 空 気 吹 き 出 し 孔
３ ５ が 設 け ら れ て お り 、 空 気 供 給 口 ３ ４ か ら 供 給 さ れ た 炭 化 用 空 気 ２ １ が 空 気 吹 き 出 し 孔
３ ５ か ら 吹 き 出 し 、 投 入 さ れ た 炭 化 物 原 料 １ ３ の 層 を 通 過 し て 、 炭 化 物 原 料 １ ３ の 一 部 分
を 燃 焼 さ せ 、 発 生 す る 熱 で 残 り の 炭 化 物 原 料 １ ３ を 炭 化 さ せ る 。 ロ ー タ リ ー キ ル ン ３ １ の
右 端 に は 、 固 定 フ ー ド ３ ６ が 設 け ら れ て お り 、 上 記 の 炭 化 処 理 に よ っ て 得 ら れ た 炭 化 物 ２
３ が 固 定 フ ー ド ３ ６ の 下 方 の 取 出 し 口 ３ ７ か ら 取 り 出 さ れ る 。 一 方 、 上 記 の 炭 化 処 理 に よ
っ て 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ は 固 定 フ ー ド ３ ６ の 上 方 の 排 気 口 ３ ８ か ら 排 出 さ れ 、 二 次 燃 焼
炉 ３ に 送 ら れ て 無 害 化 さ れ た 後 大 気 に 放 出 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ７ に 外 熱 式 炭 化 炉 の 断 面 図 を 示 す 。 ロ ー タ リ ー キ ル ン ４ １ の 左 端 か ら 、 ホ ッ パ ー ４ ２ に
貯 留 さ れ て い る 炭 化 物 原 料 １ ３ が 投 入 さ れ る 。 投 入 さ れ た 炭 化 物 原 料 １ ３ を ロ ー タ リ ー キ
ル ン ４ １ の 外 か ら 加 熱 用 熱 源 ２ ２ で 加 熱 し 、 空 気 を 遮 断 し た 状 態 で 蒸 し 焼 き に す る こ と に
よ り 、 炭 化 物 ２ ３ を 得 る 。 そ の 際 に 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ は 二 次 燃 焼 炉 ３ に 送 ら れ て 無 害
化 さ れ た 後 、 炭 化 炉 の 加 熱 熱 源 と し て 利 用 さ れ て か ら 大 気 に 放 出 さ れ る の が 外 熱 式 炭 化 炉
で は 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 廃 棄 物 の 炭 化 処 理 に お い て は 、 収 集 さ れ た 廃 棄 物 に 高 水 分 廃 棄 物 が 含 ま れ て い る 場
合 に は 、 高 水 分 廃 棄 物 を 事 前 乾 燥 す る た め に 大 型 の 乾 燥 機 が 必 要 で あ る 。 乾 燥 機 は 低 温 度
で 運 転 さ れ る た め に 、 材 料 が 腐 食 し 易 い 。 ま た 、 乾 燥 機 の 運 転 に ガ ス や 油 等 の 外 部 燃 料 の
使 用 が 必 要 な 場 合 が 多 い 。 そ し て 、 乾 燥 機 を 用 い る こ と で 、 炭 化 処 理 シ ス テ ム が 複 雑 に な
っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 従 来 の 廃 棄 物 の 炭 化 処 理 に お い て は 、 収 集 さ れ た 廃 棄 物 に 有 害 物 質 や 塩 分 を 多 量 に
含 む 廃 棄 物 が 混 入 し て い る 場 合 に は 、 得 ら れ る 炭 化 物 に も 有 害 物 質 や 塩 分 が 多 量 に 含 ま れ
る よ う に な り 、 炭 化 物 が 低 品 位 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 各 種 廃 棄 物 が 含 ま れ て 収 集
さ れ た 廃 棄 物 を 用 い て 炭 化 処 理 を 行 う に 際 し て 、 乾 燥 機 に よ る 事 前 乾 燥 を 行 わ な く と も 乾
留 ガ ス を 適 切 に 無 害 化 で き る と と も に 、 良 好 な 品 質 の 炭 化 物 を 得 る こ と の で き る 廃 棄 物 の
炭 化 設 備 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
［ １ ］ 収 集 さ れ た 廃 棄 物 の 一 部 分 を 焼 却 す る た め の 焼 却 炉 と 、 収 集 さ れ た 廃 棄 物 の 残 り の
部 分 を 炭 化 す る た め の 炭 化 炉 と を 備 え 、 前 記 焼 却 炉 で 発 生 し た 焼 却 熱 を 前 記 炭 化 炉 に お け
る 廃 棄 物 の 加 熱 に 利 用 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備 。
【 ０ ０ １ ４ 】
［ ２ ］ 収 集 さ れ た 廃 棄 物 の 一 部 分 を 焼 却 す る た め の 焼 却 炉 と 、 収 集 さ れ た 廃 棄 物 の 残 り の
部 分 を 炭 化 す る た め の 炭 化 炉 と を 備 え 、 前 記 焼 却 炉 で 発 生 し た 焼 却 熱 を 前 記 炭 化 炉 で 発 生
し た 乾 留 ガ ス の 完 全 燃 焼 の た め に 利 用 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備
。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 図 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備 は 、 部 分 燃 焼 式 の 炭 化 炉 １ と 焼 却 炉 ２ と
を 備 え て い る 。 収 集 さ れ た 廃 棄 物 は 、 炭 化 炉 １ に 投 入 さ れ る 廃 棄 物 １ ０ ａ と 焼 却 炉 ２ に 投
入 さ れ る 廃 棄 物 １ ０ ｂ に 分 け ら れ る 。 炭 化 炉 用 廃 棄 物 １ ０ ａ に は 木 屑 を 中 心 と し た 炭 化 原
料 に ふ さ わ し い 物 を 選 ぶ 。 焼 却 用 廃 棄 物 １ ０ ｂ に は 厨 芥 、 そ の 他 の 残 分 を 使 う 。 炭 化 炉 １
に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 １ ０ ａ は 、 炭 化 用 空 気 ２ １ が 吹 き 込 ま れ て 炭 化 処 理 さ れ 、 炭 化 物 ２ ３
が 得 ら れ る と と も に 、 乾 留 ガ ス ２ ４ が 発 生 す る 。 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ は 二 次 燃 焼 炉 ３ に
導 か れ る 。 一 方 、 焼 却 炉 ２ に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 １ ０ ｂ は 、 焼 却 用 空 気 ２ ５ が 吹 き 込 ま れ て
完 全 燃 焼 さ れ 、 焼 却 灰 ２ ６ と 焼 却 排 ガ ス ２ ７ が 発 生 す る 。 発 生 し た 焼 却 排 ガ ス ２ ７ も 二 次
燃 焼 炉 ３ に 導 か れ る 。 二 次 燃 焼 炉 ３ で は 、 炭 化 炉 １ で 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ と 焼 却 炉 ２ で
発 生 し た 焼 却 排 ガ ス ２ ７ が 混 合 さ れ 、 二 次 燃 焼 用 空 気 ２ ８ が 吹 き 込 ま れ て 二 次 燃 焼 が 行 わ
れ る 。 二 次 燃 焼 炉 ３ か ら の 二 次 燃 焼 排 ガ ス ２ ９ は 、 バ グ フ ィ ル タ ー 及 び ガ ス 冷 却 装 置 を 備
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え た 排 ガ ス 処 理 装 置 ４ に よ っ て 除 塵 及 び 冷 却 を さ れ て 大 気 ３ ０ に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 炭 化 炉 １ で 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ は 発 熱 量 が １ ０ ０ ０ ｋ ａ ｌ ／
Ｎ ｍ ３ 以 下 の 難 燃 焼 性 の も の で あ る が 、 焼 却 炉 ２ か ら の 高 温 （ ９ ０ ０ ℃ ） の 完 全 燃 焼 排 ガ
ス ２ ７ と 混 合 す る こ と に よ っ て 完 全 燃 焼 で き る よ う に な る 。 ま た 、 炭 化 物 ２ ３ は 有 害 物 質
、 塩 分 な ど が 極 め て 少 な い 安 全 な も の が 得 ら れ る 。 な お 、 こ の 実 施 形 態 は 、 炭 化 炉 と 燃 焼
炉 を ほ ぼ 同 じ 規 模 に す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備 は 、 比 較 的 大 規 模 な 部 分 燃 焼 式 の 炭 化 炉
１ と 比 較 的 小 規 模 な 焼 却 炉 ２ と を 備 え て い る 。 収 集 さ れ た 廃 棄 物 は 、 前 記 の 第 １ の 実 施 形
態 と 同 様 に 、 炭 化 炉 １ に 投 入 さ れ る 廃 棄 物 １ ０ ａ と 焼 却 炉 ２ に 投 入 さ れ る 廃 棄 物 １ ０ ｂ に
分 け ら れ る 。 炭 化 炉 用 廃 棄 物 １ ０ ａ に は 木 屑 を 中 心 と し た 炭 化 原 料 に ふ さ わ し い 物 を 選 ぶ
。 焼 却 用 廃 棄 物 １ ０ ｂ に は 厨 芥 、 そ の 他 の 残 分 を 使 う 。 焼 却 炉 ２ に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 １ ０
ｂ は 、 焼 却 用 空 気 ２ ５ が 吹 き 込 ま れ て 完 全 燃 焼 さ れ 、 焼 却 灰 ２ ６ と 焼 却 排 ガ ス ２ ７ が 発 生
す る 。 発 生 し た 焼 却 排 ガ ス ２ ７ は 炭 化 炉 １ に 導 入 さ れ 、 加 熱 熱 源 と し て 利 用 さ れ る 。 一 方
、 炭 化 炉 １ に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 １ ０ ａ は 、 炭 化 用 空 気 ２ １ が 吹 き 込 ま れ て 炭 化 処 理 さ れ 、
炭 化 物 ２ ３ が 得 ら れ る と と も に 、 乾 留 ガ ス ２ ４ が 発 生 す る 。 乾 留 ガ ス ２ ４ は 、 二 次 燃 焼 炉
３ に 導 か れ 、 二 次 燃 焼 用 空 気 ２ ８ が 吹 き 込 ま れ て 二 次 燃 焼 が 行 わ れ る 。 二 次 燃 焼 炉 ３ か ら
の 排 ガ ス ２ ９ は 、 バ グ フ ィ ル タ ー 及 び ガ ス 冷 却 装 置 を 備 え た 排 ガ ス 処 理 装 置 ４ に よ っ て 除
塵 及 び 冷 却 を さ れ て 大 気 ３ ０ に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 焼 却 炉 ２ か ら の 高 温 の 完 全 燃 焼 排 ガ ス ２ ７ を 加 熱 熱 源 と し て 利
用 す る こ と に よ り 、 炭 化 炉 １ か ら 発 生 す る 乾 留 ガ ス ２ ８ の 高 カ ロ リ ー 化 が 図 ら れ 、 二 次 燃
焼 炉 ３ で の 完 全 燃 焼 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備 は 、 比 較 的 小 規 模 な 部 分 燃 焼 式 の 炭 化 炉
１ と 比 較 的 大 規 模 な 焼 却 炉 ２ と を 備 え て い る 。 収 集 さ れ た 廃 棄 物 は 、 前 記 の 第 １ の 実 施 形
態 と 同 様 に 、 炭 化 炉 １ に 投 入 さ れ る 廃 棄 物 １ ０ ａ と 焼 却 炉 ２ に 投 入 さ れ る 廃 棄 物 １ ０ ｂ に
分 け ら れ る 。 炭 化 炉 用 廃 棄 物 １ ０ ａ に は 木 屑 を 中 心 と し た 炭 化 原 料 に ふ さ わ し い 物 を 選 ぶ
。 焼 却 用 廃 棄 物 １ ０ ｂ に は 厨 芥 、 そ の 他 の 残 分 を 使 う 。 炭 化 炉 １ に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 １ ０
ａ は 、 外 部 よ り 間 接 的 に 加 熱 さ れ て 炭 化 処 理 さ れ 、 炭 化 物 ２ ３ が 得 ら れ る と と も に 乾 留 ガ
ス ２ ４ が 発 生 す る 。 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ は 、 焼 却 炉 ２ に 導 入 さ れ る 。 一 方 、 焼 却 炉 ２ に
投 入 さ れ た 廃 棄 物 １ ０ ｂ は 、 焼 却 用 空 気 ２ ５ が 吹 き 込 ま れ て 完 全 燃 焼 さ れ 、 焼 却 灰 ２ ６ と
焼 却 排 ガ ス ２ ７ が 発 生 す る 。 発 生 し た 焼 却 排 ガ ス ２ ７ は 、 バ グ フ ィ ル タ ー 及 び ガ ス 冷 却 装
置 を 備 え た 排 ガ ス 処 理 装 置 ４ に よ っ て 除 塵 及 び 冷 却 を さ れ て 大 気 ３ ０ に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 炭 化 炉 １ か ら 発 生 す る 乾 留 ガ ス ２ ８ は 、 焼 却 炉 ２ で 完 全 燃 焼 さ
れ て 無 害 化 さ れ る 。 し た が っ て 、 乾 留 ガ ス ２ ８ を 二 次 燃 焼 す る た め の 二 次 燃 焼 炉 は 不 要 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 図 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 廃 棄 物 の 炭 化 設 備 は 、 外 燃 式 の 炭 化 炉 １ と 焼 却 炉 ２ と を 備
え て い る 。 収 集 さ れ た 廃 棄 物 は 、 炭 化 炉 １ に 投 入 さ れ る 廃 棄 物 １ ０ ａ と 焼 却 炉 ２ に 投 入 さ
れ る 廃 棄 物 １ ０ ｂ に 分 け ら れ る 。 炭 化 炉 用 廃 棄 物 １ ０ ａ に は 木 屑 を 中 心 と し た 炭 化 原 料 に
ふ さ わ し い 物 を 選 ぶ 。 焼 却 用 廃 棄 物 １ ０ ｂ に は 厨 芥 、 そ の 他 の 残 分 を 使 う 。 炭 化 炉 １ に 投
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入 さ れ た 廃 棄 物 １ ０ ａ は 、 炭 化 用 空 気 ２ １ が 吹 き 込 ま れ て 炭 化 処 理 さ れ 、 炭 化 物 ２ ３ が 得
ら れ る と と も に 、 乾 留 ガ ス ２ ４ が 発 生 す る 。 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ は 二 次 燃 焼 炉 ３ に 導 か
れ る 。 一 方 、 焼 却 炉 ２ に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 １ ０ ｂ は 、 焼 却 用 空 気 ２ ５ が 吹 き 込 ま れ て 完 全
燃 焼 さ れ 、 焼 却 灰 ２ ６ と 焼 却 排 ガ ス ２ ７ が 発 生 す る 。 発 生 し た 焼 却 排 ガ ス ２ ７ も 二 次 燃 焼
炉 ３ に 導 か れ る 。 二 次 燃 焼 炉 ３ で は 、 炭 化 炉 １ で 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ と 焼 却 炉 ２ で 発 生
し た 焼 却 排 ガ ス ２ ７ が 混 合 さ れ 、 二 次 燃 焼 用 空 気 ２ ８ が 吹 き 込 ま れ て 二 次 燃 焼 が 行 わ れ る
。 二 次 燃 焼 炉 ３ か ら の 二 次 燃 焼 排 ガ ス ２ ９ は 、 炭 化 炉 １ の 外 熱 熱 源 と し て 利 用 さ れ た 後 、
バ グ フ ィ ル タ ー 及 び ガ ス 冷 却 装 置 を 備 え た 排 ガ ス 処 理 装 置 ４ に よ っ て 除 塵 及 び 冷 却 を さ れ
て 大 気 ３ ０ に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 炭 化 炉 １ で 発 生 し た 乾 留 ガ ス ２ ４ は 発 熱 量 が １ ０ ０ ０ ｋ ａ ｌ ／
Ｎ ｍ ３ 以 下 の 難 燃 焼 性 の も の で あ る が 、 焼 却 炉 ２ か ら の 高 温 （ ９ ０ ０ ℃ ） の 完 全 燃 焼 排 ガ
ス ２ ７ と 混 合 す る こ と に よ っ て 完 全 燃 焼 で き る よ う に な る 。 ま た 、 炭 化 物 ２ ３ は 有 害 物 質
、 塩 分 な ど が 極 め て 少 な い 安 全 な も の が 得 ら れ る 。 さ ら に 、 二 次 燃 焼 炉 ３ か ら の 二 次 燃 焼
排 ガ ス ２ ９ が 炭 化 炉 １ の 外 熱 熱 源 と し て 有 効 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 各 種 廃 棄 物 が 含 ま れ て 収 集 さ れ た 廃 棄 物 を 用 い て 炭 化 処 理 を 行 う に 際 し て 、 収
集 さ れ た 廃 棄 物 の 一 部 を 焼 却 す る 焼 却 炉 を 炭 化 炉 に 併 設 し 、 焼 却 炉 の 燃 焼 熱 を 利 用 す る よ
う に し て い る の で 、 高 水 分 廃 棄 物 が 含 ま れ て い て も 、 乾 燥 機 に よ る 事 前 乾 燥 を 行 わ ず に 、
乾 留 ガ ス を 適 切 に 無 害 化 で き る と と も に 、 良 好 な 品 質 の 炭 化 物 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 技 術 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 部 分 燃 焼 式 炭 化 炉 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 外 燃 式 炭 化 炉 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 炭 化 炉
２ 　 焼 却 炉
３ 　 二 次 燃 焼 炉
４ 　 排 ガ ス 処 理 装 置
１ ０ ａ 　 炭 化 炉 用 廃 棄 物
１ ０ ｂ 　 焼 却 用 廃 棄 物
２ １ 　 炭 化 用 空 気
２ ３ 　 炭 化 物
２ ４ 　 乾 留 ガ ス
２ ５ 　 焼 却 用 空 気
２ ６ 　 焼 却 灰
２ ７ 　 焼 却 炉 排 ガ ス
２ ８ 　 二 次 燃 焼 用 空 気
２ ９ 　 二 次 燃 焼 排 ガ ス
３ ０ 　 大 気
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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